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１
．
は
じ
め
に

　

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授

業
改
善
を
行
い
、「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
。
そ
の
た
め

の
「
学
級
経
営
」
の
充
実
が
、
新
し
い
中
学
校
学
習
指
導

要
領
の
「
総
則
」
及
び
「
特
別
活
動
」
に
明
示
さ
れ
た
の
は
、

皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
「
人
間
関
係
形
成
」
「
社
会
参
画
」
「
自
己
実
現
」

な
ど
の
汎
用
的
な
能
力
を
、
特
別
活
動
に
お
い
て
育
成
す

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
要
と
す
る
こ

と
も
新
た
に
明
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
い
じ
め
問
題
」
や
「
危
機
管
理
能
力
・
情
報

モ
ラ
ル
・
社
会
性
」
の
育
成
等
の
今
日
的
な
問
題
へ
の
対

応
も
含
め
、
特
別
活
動
が
担
う
役
割
は
、
さ
ら
に
多
岐
に

渡
り
、「
生
き
る
力
」
の
育
成
の
た
め
の
要
の
時
間
と
な
る

教材活用シリーズ　  第 119 回
☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

学
び
合
い
〝
支
え
合
い
〟

　

〝
生
き
る
力
〟
を
育
て
る

２
．
主
な
特
長

Ⅰ
．
学
級
活
動
で
の
共
通
教
材
と
し
て
使
え
る
、
特
別
活

動
を
網
羅
す
る
教
材
で
す
。

・
本
書
は
4
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
さ
て
い
ま
す
。

第
1
章
…

　

学
級
活
動
（
１
）

第
2
章
…

　

学
級
活
動
（
２
）

第
3
章
…

　

学
級
活
動
（
３
）

第
4
章
…

　

生
徒
会
活
動

　

学
校
行
事

　

部
活
動

　

そ
の
他

・
特
別
活
動
・
学
級

経
営
に
は
数
多

く
の
活
動
・
育

成
事
項
が
あ
り
、

指
導
の
た
め
の
資
料
等
の
収
集
・
印
刷
・
配
布
だ
け
で

も
相
当
な
労
力
を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
指
導
を
各

学
年
各
ク
ラ
ス
平
均
化
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
共

通
教
材
が
必
要
で
す
。

Ⅱ
．
〝
わ
く
わ
く
！
楽
し
い
〟
学
級
経
営
を
補
助
す
る
教
材

で
す
。

・
多
く
の
先
生
方
が
、
教
科
の
指
導
以
上
に
学
級
経
営
に

悩
み
、
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
〝
わ
く
わ
く
！
〟
と
い
う

言
葉
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
学
級
経
営
の
一
助
と
な
る

共
通
教
材
を
目
指
し
て
、
「
学
級
活
動
」
「
生
徒
会
活
動
」

「
学
校
行
事
」
「
そ
の
他
」
の
各
内
容
に
つ
い
て
、
楽
し

く
学
習
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
、
AB
判
フ
ル
カ
ラ
ー
で

編
集
い
た
し
ま
し
た
。

㈱学宝社

『 わくわく！学校生活』

こ
と
が
、
強
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

翻
っ
て
、
先
生
方
は
多
忙
を
極
め
て
い
ま
す
。
教
員
の

一
週
間
あ
た
り
の
労
働
時
間
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
最
長

で
、
世
の
中
で
は
、「
働
き
方
改
革
」
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
、

教
科
書
が
な
く
指
導
方
法
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

そ
の
指
導
の
多
く
を
一
人
ひ
と
り
の
先
生
方
に
委
ね
ら
れ

て
き
た
で
あ
ろ
う
特
別
活
動
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
期
待

に
応
え
て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、「Society

５
・
０
（
超
ス
マ
ー
ト
社
会
）」
が

現
実
の
も
の
と
な
る
時
代
の
主
役
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の

〝「
生
き
る
力
」
の
育
成
と
、
そ
れ
を
担
う
特
別
活
動
の
指

導
の
一
助
と
な
れ
れ
ば
〟
と
の
志
を
も
っ
て
、
特
別
活
動
用

教
材
『
わ
く
わ
く
！
学
校
生
活
』
を
、
特
別
活
動
の
目
標

と
内
容
に
則
っ
て
、新
た
に
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

㈱学宝社　編集部

▲１年もくじ

C O N T E N T S　1年

第 1 章 第 2 章 第 4 章第 3 章

学級で話し合って活動し，“わくわく”楽
しい学級にしましょう。

自分の長所を伸ばし，将来について考え
ましょう。

生活の中で目標を決め，達成に向かって
頑張りましょう。

生徒会活動や学校行事を通して，人間と
しての生き方を深めましょう。

 1 中学生になって，わたしはこうなる  ● ● ● ● ● ● ● 2

 2 中学校は，小学校とここがちがう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 4

 3 学級会をしよう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 6

 4 学級の組織をつくろう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 8

 5 わくわく楽しい学級にしよう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10

 6 学級プロジェクトを工夫しよう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 12

　　資料から考えよう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 62

わたしの履歴書  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 64

 14 図書館に行こう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 28

 15 勉強のしかたを工夫しよう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 30

 16 新しい自分を見つけよう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 32

 17 人はなぜ学ぶのだろう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 36

 18 人はなぜ働くのだろう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 38

 19 さまざまな職業を見つけよう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 40

 20 ヒーロー・ヒロインを見つけよう  ● ● ● ● ● ● ● ● 42

 21 人生に夢をもとう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 46

　　1年間をふり返ろう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●❽
ふり返り

 7 気持ちのよいあいさつ  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 14

 8 楽しい食事  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 16

 9 「いじめ」と向き合う  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 18

 10 情報モラルを考える  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 20

 11 自分の命  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 22

 12 男女協力してよりよい社会  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 24

 13 思春期の心と身体  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 26

　　1学期をふり返ろう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●❷

　　2学期をふり返ろう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●❹

　　3学期をふり返ろう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●❻

ふり返り

ふり返り

ふり返り

 22 年間予定と学校行事  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 48

 23 部活動に入ろう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 50

 24 生徒会活動って何だろう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 52

 25 体育祭で活躍しよう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 54

 26 文化祭・音楽祭で団結しよう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 56

 27 ボランティア活動に出かけよう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 58

 28 職場訪問に出かけよう  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 60

　  春休みの過ごし方　  春休みの過ごし方

一緒に考え，一緒に成長しよう 本書をガイドしてくれる仲間たち

わくわく中学校 1年Ｂ組の仲間たち

・野球部
・正義感が強い
・しっかりもの
・スポーツ好き

だいき

・バスケットボール部
・社交的
・好奇心旺盛
・テレビ好き

はるな

・吹奏楽部
・情熱家
・ナイーブ
・魚を飼うのが好き

ゆうと

・料理研究部
・よく気が利く
・几帳面
・食べ物が好き

あおい

・テニス部
・冷静沈着
・ナルシスト
・ファッション好き

そうた

・美術部
・マイペース
・ロマンチスト
・絵を描くのが好き

さくら

・サッカー部
・前向き
・そそっかしい
・プロレス好き

れん

・バレー部
・負けず嫌い
・我慢強い
・動物好き

ゆい

・放送部
・優しい
・お調子者
・アイドル好き

しょうた

▶「わくわく中学校」は，

本書の舞台である架

空の公立中学校です。

▶わくわく中学校の仲

間たちと一緒に，学び

合い，話し合い，共に

成長していきましょう。

一緒に夢を見，将来を考え，問題点を話し合う１年Ｂ組の仲間たちです。

ぼくたちと一緒に，「なりたい自分」を見つけに行きましょう！

見識が深く，博学

多才。座右の銘は

「為せば成る，為

さねば成らぬ何事

も，成らぬは人の

為さぬなりけり」
フクローン博士

無邪気だが純粋。

座右の銘は

「失敗をすること

を恐れるより，何

もしないことを恐

れろ」
チューイチロウ

色々 なことに感動

する好奇心旺盛

な熱血漢。

座右の銘は

「今日の我に明日

は勝つ」
ワンダフル

女子力が高く，

社交的。

座右の銘は

「昨日の自分は決

して今日の自分を

裏切らない」
チューミン

気配り上手のしっ

かりもの。

座右の銘は

「下を向いていた

ら虹を見つけるこ

とができないよ」
ワンポイント

話し
合い 学級や班などで話し合いましょう。

人間関係形成

社会参画

自己実現

違いを認め合い，皆と共に生きていく力

よりよい集団や社会をつくろうとする力

なりたい自分に向けて頑張る力

人間関係形成

社会参画

自己実現

違いを認め合い，皆と共に生きていく力

よりよい集団や社会をつくろうとする力

なりたい自分に向けて頑張る力

人間関係形成

社会参画

自己実現

違いを認め合い，皆と共に生きていく力

よりよい集団や社会をつくろうとする力

なりたい自分に向けて頑張る力

あなたが未来を信じ一生懸命生きようとする姿は，「皆を元気にします」。

6

２
０
１
９
年(

令
和
元
年)

６
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

※教材の表紙・内容、執筆者の肩書などは、図書教材新報第 170号（2019 年６月 25日）へ掲載した当時のものです。
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Ⅶ
．
先
生
用
の
資
料
・
デ
ー
タ
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

①
教
師
用
指
導
書
巻
末
資
料
（
16
ペ
ー
ジ
）

・
本
書
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
う
な
か
で
、
活

動
を
ふ
り
返
り
、
考
え
を
深
め
、
記
録
し
蓄
積
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ⅳ
．
先
生
方
の
指
導
を
補
助
す
る
教
材
で
す
。

Ⅲ
．
話
し
合
い
活
動
等
を
通
し
て
考
え
を
深
め
、
記
録
し

蓄
積
で
き
る
教
材
で
す
。

・ 

先
生
方
の
指
導
を
補
助
す
る
「
指
導
例
」
や
「
配
慮
事

項
」
等
の
教
師
用
赤
刷
り
を
、
す
べ
て
の
項
目
に
対
し

て
豊
富
に
設
け
ま
し
た
。
「
指
導
例
」
は
、
中
学
校
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
い
て
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
「
配
慮
事

項
」
は
、
指
導
の
上
で
、
特
に
意
識
し
て
頂
き
た
い
内

容
や
必
要
な
補
足
事
項
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 23１年学校生活

　 これからは，「守られる」だけでなく「守る」意識を持つことも大切です。

他者の命を守るためにB

　 災害などの緊急事態が発生した場合に，電話がつながらなかったらどうしますか？

もしもの時の家族・友人との連絡方法C

今，外に出たら

危ないよ！

大丈夫！

あわてないで

落ち着いて○○公民館に

避難してね
ありがとう！

こんなとき

のために…

右のような

サービスが

準備されて

います。

　 実際に災害が起きたとき，あなたは家族とどのような方法で連絡を取り合いますか？　取り決めていることな
ども含めて，整理してみましょう。また，家族の携

けい

帯
たい

番号と連絡先を，ここに書いておきましょう。

　 災害発生時に，家族が集まる場所を決めておくことも大切なことです。連絡が取れないときなどに集まる場所
を家族で決めて，それをここに書いておきましょう。そして，しっかりと覚えておきましょう。

　

•

•

•

•

•

•

•

家族との取り決め

家族の携帯番号

家族の集合場所

緊急伝言ダイヤル171は，

事前の登録もいらないよ！

携帯電話からも使えるから

ちゃんと覚えておこう！

　 　とくに，歩きスマホや自転車の乗り方に注意しましょう。

「ボイスメール」

お母さん，今，

わくわく中学校に

避難しているよ！

　　　　　 災害の状況に応じては，自分だけではなく他者の安全を確保する態度の育成も必要になります。　　　　　 災害の状況に応じては，自分だけではなく他者の安全を確保する態度の育成も必要になります。　　　　　 災害の状況に応じては，自分だけではなく他者の安全を確保する態度の育成も必要になります。配慮事項　　　　　 災害の状況に応じては，自分だけではなく他者の安全を確保する態度の育成も必要になります。　　　　　 災害の状況に応じては，自分だけではなく他者の安全を確保する態度の育成も必要になります。

　　　　 自然災害に対しての心構えや適切な行動がとれる力を育てることが大切です。　　　　 自然災害に対しての心構えや適切な行動がとれる力を育てることが大切です。　　　　 自然災害に対しての心構えや適切な行動がとれる力を育てることが大切です。指導例　　　　 自然災害に対しての心構えや適切な行動がとれる力を育てることが大切です。　　　　 自然災害に対しての心構えや適切な行動がとれる力を育てることが大切です。

　　　　　 危機管理の必要性は，平成20年の中央教育審議会答申でも明記されました。学校
における危機管理の目的は，①子どもと教職員の生命を守ること　②子どもと教
職員の信頼関係を維持し，日常の組織・運営を守ること　③学校に対する保護者
や地域社会からの信用や信頼を守ること　の三つです。また，「学校独自の危機

管理マニュアル」を作成することが求められています。

　　　　　 危機管理の必要性は，平成20年の中央教育審議会答申でも明記されました。学校　　　　　 危機管理の必要性は，平成20年の中央教育審議会答申でも明記されました。学校配慮事項　　　　　 危機管理の必要性は，平成20年の中央教育審議会答申でも明記されました。学校　　　　　 危機管理の必要性は，平成20年の中央教育審議会答申でも明記されました。学校

　　　　 安否確認については，通信の混雑を想定して，できるだけ複線化を図るように指導しましょう。また，勤務時間外で
あったとしても，非常参集体制計画などに基づき，生徒の安否確認をすることが求められます。参集の基準や分担に
ついてのマニュアルを作成すると共に，緊急連絡網などと併せ，いつでも確認できるようにしておくことが大切です。

　　　　 安否確認については，通信の混雑を想定して，できるだけ複線化を図るように指導しましょう。また，勤務時間外で　　　　 安否確認については，通信の混雑を想定して，できるだけ複線化を図るように指導しましょう。また，勤務時間外で指導例　　　　 安否確認については，通信の混雑を想定して，できるだけ複線化を図るように指導しましょう。また，勤務時間外で　　　　 安否確認については，通信の混雑を想定して，できるだけ複線化を図るように指導しましょう。また，勤務時間外で

　　　　 災害用伝言ダイヤルの利用方法
「171」をダイヤルし，利用ガイダンスに従って，伝言を

録音・再生できます。

　 災害などの緊急事態が発生した場合に，電話がつながらなかったらどうしますか？　 災害などの緊急事態が発生した場合に，電話がつながらなかったらどうしますか？
　　　　 災害用伝言ダイヤルの利用方法指導例指導例　　　　 災害用伝言ダイヤルの利用方法指導例　　　　 災害用伝言ダイヤルの利用方法　　　　 災害用伝言ダイヤルの利用方法

豊富な教師用赤刷り

第
２
章

学
級
活
動
②

１年生

自他の個性を理解して尊重し、互いのよさや可能性を発揮しながらよりよい集団生活をつくること。

自他の個性を認め合うことにより、楽しい学級づくりに一人ひとりが貢献できるようにする。

生　Ｐ.10・11

わくわく楽しい学級にしよう

学級活動（２）　ア　自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成

ねらい

自分や他人のよいところを見つけ、それぞれの個性を活かした学級づくりに取り組んでいきたい。

Ａ 自分を知ろう。友だちのよいところを見つけよ
う
１ 自分のよいところ、友だちのよいところについ
て、互いに教え合う。

Ｂ　わくわく楽しい人間関係をつくろう
２ Ｐ10の「わたしは（ ）を心がけます。」の
欄に各自が心がけたいことを記入させる。

３　記入した内容について、意見交換をし合う。

Ｃ　わくわく楽しい学級にしよう
４ 学級活動について、「こうなるといいな」と思
うことを各自で見つける。

５ Ｐ11の「わたしは（ ）と思います。」の欄
に、「こうなればいいな」と思うことを一人ひとり
に記入させる。

６ 記入した「こうなればいいな」を生徒間で見せ
合う。

Ｄ　学習目標を決めよう
７ 皆で意見を出し合い、学級目標を決める。決定
した学級目標は、各自がＰ11の下部にある空欄に書
き込む。

８　担任からの講評

・自分のよいところについて、見つけ出すことに
苦労している生徒には、助言やアドバイスをして
もよい。
・よいところを教え合うことにより、緊張感もほ
ぐれるようにさせたい。

ポイント

展

開

終

末

・できるだけ、具体的で実現可能な内容を記入し
たい。

・記入した内容の優劣を競わさせなくてもよい。
・個々の生徒の個性を尊重する。

・「こうなるといいな」ということと同時に、
「そのためには何をしたらいいか」ということも
考えさせたい。

・記入することにとまどっている生徒に対して
は、必要に応じて、助言する。

・共通のテーマを書いている生徒がいた場合、そ
の実現の方法について話し合わせてもよい。

・「①意見を出し合う」→「②意見を比べる」→
「③意見をまとめる」という順序で決めていく。
・学級目標は、皆が親しめるようなキャッチフ
レーズにする。

・学級目標が決まったら、その目標を達成するた
めに一人ひとりがどんなことをすればいいかにつ
いても考えさせたい。

導

入

学習活動と主な発問

学習指導過程（略案）

指導上の留意点

例 授 業 展 開 例

24 学校生活１年　　　 　現在では，基本的に性別で区別される職業はありません。

12
学級活動②

男女協力してよりよい社会
「男らしい」，「女らしい」とはどういうことを言うのでしょうか。　そして，
どうしたら，男女が協力するよりよい学級になるのでしょうか。　あなたの

クラスは男女が協力できるクラスですか？　きっと社会でも同じはずです。

　 世の中には男子と女子がいて社会がつくられ，それは“小さな社会である学校”でも同じです。あなたは，男女
のちがいをどのように考えますか？

男女のちがいについて考えようA

体のつくり 考え方・感じ方 得意なこと 苦手なこと 環境（人間関係など）

力

こんなとき，あなたはどう思いますか？

学校や社会で，「男性にしかできないこと」

「女性にしかできないこと」って，どんな

ことがあるのですか？

本当にそうなのかな？

皆で話し合ってみると

いいですね！

　 「男らしくありたい」「女らしくありたい」と，あなたは思っているかもしれません。けれどこんなとき，あなた
はどう思いますか？　「当たり前」だと思っていることに疑問を感じたら，「男女共同参画社会」について考えて
みませんか？

男のくせにスポーツが出来ないの？

男のくせに！

もっとしっかりしてよ！

情けないなあ…

女の子のくせに，お料理も出来ないの？

女の子なんだから，

もう少しおしとやかにしなさい！

女のくせに…生意気だ！

　　　　　 社会科，保健体育科，技術・家庭科，道徳科
などの学習とも関連して指導します。

　　　　　 社会科，保健体育科，技術・家庭科，道徳科　　　　　 社会科，保健体育科，技術・家庭科，道徳科配慮事項　　　　　 社会科，保健体育科，技術・家庭科，道徳科　　　　　 社会科，保健体育科，技術・家庭科，道徳科

　　　　　 異性に対する心理面の変化も顕著となる時期なので，男女における身体や精神面の
違いへの正しい理解が大切です。

　　　　　 異性に対する心理面の変化も顕著となる時期なので，男女における身体や精神面の　　　　　 異性に対する心理面の変化も顕著となる時期なので，男女における身体や精神面の　　　　　 異性に対する心理面の変化も顕著となる時期なので，男女における身体や精神面の　　　　　 異性に対する心理面の変化も顕著となる時期なので，男女における身体や精神面の配慮事項　　　　　 異性に対する心理面の変化も顕著となる時期なので，男女における身体や精神面の　　　　　 異性に対する心理面の変化も顕著となる時期なので，男女における身体や精神面の　　　　　 異性に対する心理面の変化も顕著となる時期なので，男女における身体や精神面の　　　　　 異性に対する心理面の変化も顕著となる時期なので，男女における身体や精神面の配慮事項　　　　　 異性に対する心理面の変化も顕著となる時期なので，男女における身体や精神面の　　　　　 異性に対する心理面の変化も顕著となる時期なので，男女における身体や精神面の

　　　　 男女相互の理解と協力し合う態度の育成には，話し合い活動も有効です。　　　　 男女相互の理解と協力し合う態度の育成には，話し合い活動も有効です。　　　　 男女相互の理解と協力し合う態度の育成には，話し合い活動も有効です。指導例　　　　 男女相互の理解と協力し合う態度の育成には，話し合い活動も有効です。　　　　 男女相互の理解と協力し合う態度の育成には，話し合い活動も有効です。

キャラクターによるガイド

❸学校生活

生活について

部活動について

努力したこと

努力したこと

目
標

目
標

努力（最後まで全力でがんばった）

責任（ルールを守り，役割を果たした）

挑戦
（課題や新しいこと
に取り組んだ）

協働
（友だちと協力して

　　活動した）

5
4
3
2
1

努力（最後まで全力でがんばった）

責任（ルールを守り，役割を果たした）

挑戦
（課題や新しいこと
に取り組んだ）

協働
（友だちと協力して

　　活動した）

5
4
3
2
1

その理由不十分だったこと

その理由不十分だったこと

先
生
か
ら

保
護
者
の
方
か
ら

学期毎記入

ふ
り
返
り

１
学
期
を
ふ
り
返
ろ
う

Ⅴ
．
生
徒
の
自
主
的
な
活
動
を
補
助
す
る
教
材
で
す
。

・
学
校
内
で
の
使
用
と
と
も
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ガ
イ

ド
役
と
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
自
主
的
な
活
用
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

Ⅵ
．
生
徒
と
学
校
・
家
庭
を
繋
ぐ
教
材
で
す
。

・
生
徒
用
巻
末
の
「
〇
学
期
を
ふ
り
返
ろ
う
」
で
は
、
生

徒
が
各
学
期
の
記
録
を
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
を
ふ

り
返
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
の
成
長
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
下
段
に
は
、「
先
生
か
ら
」
と
「
保

護
者
の
方
か
ら
」
の
欄
を
設
け
、
先
生
か
ら
の
励
ま
し

の
言
葉
や
保
護
者
の
方
か
ら
の
感
想
な
ど
を
記
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

②
充
実
し
た
教
師
用
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ

【
年
間
指
導
計
画
例
】【
内
容
別
題
材
一
覧
】【
授
業
展

開
例
】【
所
見
例
】【
各
種
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
】【
授
業
ノ
ー

ト
】
【
自
己
記
録
表
】

３
．
終
わ
り
に

　

本
書
は
、
直
販
業
界
の
中
学
校
で
は
初
と
な
る
特
別
活

動
用
教
材
で
す
。
多
く
の
先
生
方
の
目
に
と
ま
り
、「
学
び

合
い
、
支
え
合
い
、〝
生
き
る
力
〟
を
育
て
る
」
教
材
と
し
て
、

「
学
級
経
営
の
充
実
」
と
「
生
き
る
力
の
育
成
」
の
一
助
と

な
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

3１年学校生活　 　他の人の「こうなる宣言」は，必ず尊重しましょう。

　 B で考えた順位を参考に，１年後の自分の理想の姿を書きましょう。

これが，わたしの「こうなる宣言」です。

　 「こうなる宣言」を現実のものとするために，あな
たは何を，どのように頑張りますか？
その努力が1年後の自分につながり，やがて将来
の自分へとつながっていきます。

わたしは１年後，

自分になる！

年　　　月　　　日記す。

感
じ
た
こ
と

気
付
い
た
こ
と

わたしの「こうなる宣言」C

「こうなる宣言」を発表しようD

「こうなる宣言」を現実のものにしようE

クラスの皆で，「こうなる宣言」を発表し合ってみましょう。他の人の「こうなる宣言」
を聞いて，どんなことを感じましたか？　そして，どんなことに気付きましたか？

話し
合い

チューイチロウは，1年後，

クラス1の人気者になって

いたいです!

チューミンは，自分の長所を

もっと伸ばしたいです!

わたしが

社長です

　　　　 目標を書かせるだけにとどまらず，どうすれば目標が実現できるのか
考えさせながら書かせることが大切です。

　　　　 目標を書かせるだけにとどまらず，どうすれば目標が実現できるのか　　　　 目標を書かせるだけにとどまらず，どうすれば目標が実現できるのか指導例　　　　 目標を書かせるだけにとどまらず，どうすれば目標が実現できるのか　　　　 目標を書かせるだけにとどまらず，どうすれば目標が実現できるのか

　　　　 目標や手だてを発表させることで，さらに頑張ろうという意欲をかき立てることができます。　　　　 目標や手だてを発表させることで，さらに頑張ろうという意欲をかき立てることができます。　　　　 目標や手だてを発表させることで，さらに頑張ろうという意欲をかき立てることができます。指導例　　　　 目標や手だてを発表させることで，さらに頑張ろうという意欲をかき立てることができます。　　　　 目標や手だてを発表させることで，さらに頑張ろうという意欲をかき立てることができます。

　　　　 活動の成果を高めていくには，活動の振り返りにあたる反省が必要です。これも生徒に書かせるだけでなく，
担任としての講評と励ましを添えてあげられると，さらによいでしょう。

　　　　 活動の成果を高めていくには，活動の振り返りにあたる反省が必要です。これも生徒に書かせるだけでなく，指導例指導例　　　　 活動の成果を高めていくには，活動の振り返りにあたる反省が必要です。これも生徒に書かせるだけでなく，指導例　　　　 活動の成果を高めていくには，活動の振り返りにあたる反省が必要です。これも生徒に書かせるだけでなく，　　　　 活動の成果を高めていくには，活動の振り返りにあたる反省が必要です。これも生徒に書かせるだけでなく，

話し合いで
「感じたこと」
「気付いたこと」
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